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   Ｃ０９Ｊ 175/08     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  18/10     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  18/48     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  18/73     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ  11/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｊ  175/08     　　　　
   Ｃ０８Ｇ   18/10     　　　　
   Ｃ０８Ｇ   18/48     ０５４　
   Ｃ０８Ｇ   18/73     　　　　
   Ｃ０９Ｊ   11/04     　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】令和1年11月7日(2019.11.7)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　イソシアナート末端プレポリマーを含有する一液型構造用接着剤であって、前記プレポ
リマーは、（ａ）前記プレポリマーの重量に基づき４０～９５重量％のポリテトラメチレ
ンエーテルグリコール、および（ｂ）前記プレポリマーの重量に基づき５～６０重量％の
ヘキサメチレンジイソシアナートを、（ｃ）ジルコニウム触媒とともに反応させることに
より重合され、
　前記プレポリマー中の前記ジルコニウム触媒の量は、前記プレポリマーの重量に基づき
０．０２～０．０８重量％である、前記一液型構造用接着剤。
【請求項２】
  前記ポリテトラメチレンエーテルグリコールが、５００～３０００のＭｎを有する、請
求項１に記載の一液型構造用接着剤。
【請求項３】
  ５５～９０重量％の前記ポリテトラメチレンエーテルグリコール、及び（ｂ）１０～４
５重量％の前記ヘキサメチレンジイソシアナートを含む、請求項２に記載の一液型構造用
接着剤。
【請求項４】
　繊維強化プラスチックから作製された、コーティングされた部分または塗装された部分
を接着する方法であって、請求項１～３のいずれか１項に記載のイソシアナート末端プレ
ポリマーを含有する一液型構造用接着剤を、前記部分に塗布することを含む、前記方法。
【請求項５】
　前記繊維強化プラスチックがエポキシ樹脂を含む、請求項４に記載の方法。
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【請求項６】
  前記接着剤が、前記接着剤の重量に基づき７～４０重量％のカーボンブラックをさらに
含有する、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
前記接着剤が、前記接着剤の重量に基づき９～４０重量％のカオリンをさらに含有する、
請求項１～３のいずれか１項に記載の一液型構造用接着剤。
【請求項８】
前記ジルコニウム触媒が、ジルコニウムアセチルアセトナートである、請求項１～３のい
ずれか１項に記載の一液型構造用接着剤。
【請求項９】
前記接着剤が可塑剤を含有しない、請求項１～３のいずれか１項に記載の一液型構造用接
着剤。
 
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２７】
  プレポリマーの結果
  表５は、プレポリマー自体の試験データを示す。ＭＤＩよりもＨＤＩを使用したプレポ
リマーは他の製剤と比較して有意な粘性の低下を示し、ゆえに、当該プレポリマーは、当
該プレポリマーまたは接着性剤のいずれかに対し可塑剤を加えることなく使用することが
できる。
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